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【動機】

日常にあふれているものでも、その存在を疑問に思うことが多々ある。ある日の夜、自室で寝よ
うとしていたとき妹が「外で何かが鳴っている」と、言ってきた。このままでは妹が安心して眠
れない。そう思った私はこの風の音の理由を探り、この音をなくすか逆に心地よくして妹が安心
して眠れるようにしたいと思った。その現象を不思議に思い、科学部では「風ピュー現象」と命
名し、研究してみることにした。

【方法】

まず、どんなときに風ピュー現象が生じているのかを把握するために、聞き込み調査をした。そ
の結果強い風が吹いているときに生じているという意見や窓が振動しているときに生じたという
意見が多かったため、送風機を使用して窓に強い風を送る実験をした。だが、風ピュー現象は生
じず、窓全体に風を送る必要があると予想しビニール袋を使用して風が窓全体に送るようにして
実験を行った。

【結果】

風ピュー現象が生じているとき、窓は振動していなかった。送風機で窓の隙間に風を送る実験で
は風ピュー現象は生じなかった。ホースを使い送風機の風を一点に集めて送る実験でも風ピュー
現象は生じなかった。ビニール袋を使って窓全体に風を送れるようにした装置「ホース君改」を
用いた実験では風ピュー現象は生じた。窓の全体に風を送ると、反時計回りの渦状の気流が生じ
た。

【まとめ】

隙間を通った風が渦を巻くことで風ピュー現象が生じることがわかった。また、風ピュー現象が
生じるときに隙間で生じる渦状の気流には各隙間によって大きさが異なることもわかった。風ピ
ュー現象によって生じる音の高さは風速によって変化することがわかった。電線などでも同様の
現象が生じていることがわかったため隙間や気流のほかに別の条件が関係しているのではないか
、という新たな疑問ができた。今後も研究していきたい。



【展望】

この研究により、風ピュー現象が生じる原因をつきとめることができた。風ピュー現象が生じる
ことで集中力が無くなったり、会話中に相手の声が聞き取りづらくなったりとデメリットも多く
なる。そのため、風ピュー現象の対策を講じストレス軽減につなげることができる。さらに、妹
がこわがらないように対策したり、風ピュー現象の音域の広さを利用して楽器を作ったりするこ
とができる。
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